






先進国の多くは,妊産婦死亡例の調査機関を設けて,個々の症例を出来得る限り詳細に調査

し,その死亡が防ぎ得るものであったか,不可抗力によるものか,防ぎ得たとすれば,問題は

どこに存在するのか,妊婦及びその家族側か,妊婦の健康状態,合併症によるものか,医療側

にあるか,医師,助産婦,看護婦の何れか,医療機関の設備にあるのか,あるいは患者の輸送

手段に問題はないか,などを検討している。個々の死亡例について詳細に検討することによ

り,今後の死亡を防ぐためには,どの部分をどのように改善すれば良いのかゞ明らかにされ

る。例として米国,英国,オーストラリアの調査委員会について述べる。 


